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＜見渡せば 花も紅葉もなかりけり 浦の苫屋の秋の夕暮＞ 藤原定家 

    

 やがて来る冬に備えて、必死に養分を蓄えた山の樹木が、鮮やかに色づいています。日本人は古来か

ら、様々な色の葉が山肌に錦繍の紅葉を織りなす、この見事な自然界の贈り物である秋の風景を楽しん

で、心の豊かさを保ってきたのだと思います。 

 また、晩秋は落ち葉の季節でもあります。その木々の枝をよく見ると、そこには、もう小さな芽が膨

らみ、次の準備が始まっています。生徒たちにも、自分の夢の実現に向けて、しっかりと準備してほし

いものです。 

 さて、後期が始まって、早１か月半がたちました。この間、高朋祭を始め、

いろいろな行事がありました。生徒たちは、その一つ一つの行事に目標をもっ

て参加し、大きな成果を上げることができました。 

 そして、「今」しなくてはならないことは、２５日からの後期中間考査に向

けて、真剣に学習に取り組むことです。それが、現在の延長線上にある１０年

後、２０年後の自分につながっていくと思います。                          

  保護者の皆様のご協力も是非お願いします。   

                         校長  富 樫 良 一 

 

３１回高朋祭 ～ ありがとう 思いのつまった みんなの笑顔 ～ 

 

10月18日(金)、19日(土)に、３年に１度の２日間開催とな

る高朋祭を実施しました。今年のテーマのもと、生徒たちの

感謝の気持ちと笑顔あふれる高朋祭となりました。各学年、

各部門とも、工夫を凝らした展示や発表を行い、各会場で

は、生徒や保護者の方々の楽しんでいる様子がたくさん見られました。 

今年度の特別ステージとして、18日には、濱谷拓也さんの「三味線に

よる演奏会」、19日には、澤井ネネさんと池端 忍さんの企画・進行によ

る「富山 高朋 コレクション(ＴＫＣ)」を行い、それらに生徒や保護者、教職員も参加し

て、「笑いあり、涙あり」の充実したステージとなりました。 

また、後援会からも多くの作品

が出品され、高朋祭を盛り上げて

いただき、本当にありがとうござ

いました。 
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生徒会執行部に入って、仕事の量が、去年に比べて

とても多く大変でした。最初は、何でこんな事をしな

ければならないのだろうと思っていました。でも、執

行部の他の人や先生方に「助かった」「ありがとう」な

どと言われ、役に立ったような気分になり、とても嬉

しく、達成感が生まれました。  （2B 佐伯夏輝） 

生徒一人一人が、一生懸命作文を読ん

だり、ダンスを踊ったり、歌ったりして、

とてもかっこよかったです。 

（1C 辻 湧稀） 

ＴＫＣでは、本物のモデルさんが来て

くださり、歩く姿勢を詳しく教えていた

だき、生徒のパフォーマンスも、おもし

ろかったです。    （3C 豊島大輝） 



【１１月～１２月の主な行事予定】 

11月15日(金) 武道大会、女子バドミントン大会 

11月22日(金) 第２回進路希望調査提出締切(1・2年) 

11月25日(月)～29日(金) 後期中間考査 

11月30日(土) 第２学年海外研修旅行保護者説明会 

12月 2日(月) 短縮授業・進学補習・再評価補習開始 

 

 

 

 

12月3日(火) ３年就職内定者報告会 

12月5日(木) 避難訓練 

12月6日(金) 1年進路講習会、卒業献血 

12月24日(火) 全校集会 

12月25日(水) 冬季休業日(～1月7日)  

マナーを向上させよう！ 

＜鉄道車両に関する高校生の迷惑・危険行為＞ 

・車両の出入り口付近で溜まっている 

・スマホに夢中になり通路をあけない 

・ヘッドホン装着により、周囲の音を遮

断した状態で駅のホームを歩く 

自転車の交通ルールを守ろう！ 
＜日没が早くなるこの時期＞ 

・交差点での安全確認（一旦停止） 

・二人乗り、無灯火、傘さし、並列運転の禁止 

・イヤホン、スマホ使用の「ながら運転」の厳禁 

・通行可能な歩道での歩行者優先の徹底  

 

企業と語る会 ～高校時代に培っておきたい資質や能力～ 

  

１０月２６日(土)に、高志会館で３年に１度の高朋祭事業として開催

し、企業から４名、同窓生から２名の講師をお迎えして、テーマに沿っ

た講話をしていただきました。 

企業の方からは、「前に踏

み出す力」「考え抜く力」「チ

ームで働く力」等について、

同窓生からは、在学中や就職後の苦労、社会に出て学んだこ

と等について、生徒たちへの激励の気持ちを込めて熱く語っ

ていただきました。 

生徒たちは、熱心に聴いたり、質問したりして、これから

の生活目標や生き方を考える貴重な機会となりました。 

講師の先生方、本当にありがとうございました。 

 

 

秋の「さわやか運動」 
 

「あいさつで 広がる笑顔 確かなつながり」をスローガンに、

10月23日(水)～25日(金)の始業前に、本校校門前と東富山駅前に

おいて、あいさつ運動を実施しました。生徒会執行部や各委員会

の生徒が中心となって、元気良く、さわやかなあいさつを交わし

ていました。 

 また、今回は、保護者の方も参加し、運動を盛り上げてくださ

いました。保護者の皆様には、ご多用にもかかわらず、ご協力を

いただき、ありがとうございました。 

 

富山マラソンの応援＆ボランティア 

 
10月27日(日)の「富山マラソン2019」では、本校生徒有

志が大塚地内において、応援団として参加しました。応援

に参加した生徒たちは、ランナーの方々に熱い声援を送り、

フルマラソンに参加した本校の西東、堀田教諭も、そのお

陰で完走できました。生徒たちの熱い応援が、全てのラン

ナーの力になったと思います。 

また、ゴール地点の富山市総合体育館では、本校生徒１１名がランナーの荷物を手

渡すボランティアを行いました。声を出して番号を確認し、「お疲れさまでした」と、

ねぎらいの声をかけながら返却していました。 

このように、本校生徒も応援やボランティアを通して、富山マラソンを支えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企　業　名

朝日印刷株式会社 顧　問 當流谷正博　様

有限会社　はなと 取締役 花當　　肇　様

N G Sｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾌｧｲﾊﾞｰ

株式会社
人事総務課長 町田　武弘　様

社会福祉法人みとし会

すみれ苑
施設長 手崎　宗典　様

株式会社富士薬品 同窓生 堀井　美香　様

富山地方鉄道株式会社 同窓生 落合　竜巳　様

講　師　名

＜講師一覧＞


